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〈論　文〉
Willa Cather の子ども観から見るアイデンティティの問題点
小 倉 　 咲
要　約
　Willa Cather（1873-1947）の作品および伝記を読むとき、共通して浮かび上がってくる
見解として、彼女が子どもを芸術に近しい存在と見なしていたことが挙げられる。本論では、
ネブラスカ大学出版のWilla Cather’s Collected Short Stories（1965）収録の短編 “Jack-a-Boy” 
と “The Sentimentality of William Travener” における子どもと芸術の描かれ方を取り上げ、
Catherが両者を結び付けた理由を彼女の小説論から読み解こうと試みた。またCatherの描く
子どもの特徴であるジェンダーの曖昧さに注目し、その曖昧さと作品における親の不在の問
題との関係性、さらには作家自身の伝記的要素との関係性について考察した。そして、
Catherが自身の抱えるアイデンティティの揺らぎを解消するため、キャラクターたちを子ど
も時代へと回帰させたのだとし、前掲書収録の “The Treasure of Far Island” などを取り上げ
ながら、Catherが作品に用いた回帰の手法についても考察を加えた。
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Willa Cather　子ども　芸術　ジェンダーの曖昧さ　アイデンティティの揺らぎ　回帰
平成 28 年 10 月 31 日受付　平成 28 年 11 月 25 日受理
おぐら　さき：淑徳大学　人文学部　兼任講師
Ⅰ　はじめに
　Willa Catherが子ども好きの女性であった、というエピソードは、レズビアンだったとされている
彼女のアイデンティティの観点から考えると、いささか奇妙に思える話であるかもしれない。しかしな
がら、実際には、Willa Catherの伝記を執筆したE. K. Brownが紹介している、知り合いの家の子どもた
ちにShakespeareのテンプル版を買い与えるためニューヨークの本屋を何件も探し回ったというエピソ
ード１）が有名であったり、著作の中でも子どもという存在に対して好意的な描きかたをしているもの
が多かったりと、子ども好きと称される要素を多分に持ち合わせている人物だと言うことができるので
ある。また、Shakespeareのエピソードからも、著作における子どもの描写からも、共通して、Cather
が子どもと芸術を結びつけて見ているという点を指摘することができるだろう。本論ではまず、Cather
が如何にして子どもを芸術に近しい存在として語るに至ったのかを考察することとする。
　さらにCatherの子どもの描写に特徴的と考えられるのが、彼らのジェンダーの曖昧さである。例と
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して挙げられるのが、My Ántonia（1918）２）のJim BurdenとÁntonia、そしてA Lost Lady（1923）３）
のNielなどである。こうしたジェンダーに曖昧さを抱えた子どもたちが、さらにその親に目を向けると、
彼らにとって親という存在が希薄であったり、むしろ不在であったり、あるいは関係性をうまく築くこ
とのできていない存在であったりすることが明らかになる。Cather自身がとりわけ母親との関係性の
構築に不安を抱えていたという伝記的要素にも着目しながら、Catherの作品における子どもたちとそ
のジェンダーの揺らぎ、そして作家自身について考察を重ねることとする。
　そして最後に、Willa Catherの子ども観には彼女自身のアイデンティティの揺らぎが表現されている
と結論付けたいと思う。Catherは作品において回帰の手法を繰り返し用い、何度も自身の子ども時代、
過去へと立ち返っている。その手法は、Cather最後の執筆作品Sapphira and the Slave Girl（1940）４）
においても見受けられるもので、この作品においてCatherはとりわけ自身と母親との過去へと立ち返
っている。その他、Catherが回帰の手法を用いたとされる作品をいくつか取り上げるが、Catherが生
涯を通し繰り返したこれらの自身の過去への回帰の試みはおそらく失敗に終わっていると考えられる。
作品における子どもというキャラクターの描写を通し、Catherのアイデンティティの揺らぎと、アイ
デンティティ確立への彼女の模索の道筋を考察したいと思う。
Ⅱ　芸術に近い存在としての子ども
　Willa Catherの子ども観について、E. K. Brownは、子どもが芸術に触れた瞬間について書いたCather
の手紙を引用しており、Cather自身が幼少期から芸術に触れることを喜びとして過ごしていたことに
言及している５）。こうした子どもと芸術とを近しい存在と見なすCatherの見解は、長編作品ばかりで
なく、短編から詩に至るまで多くの作品に一貫して見受けられるものだと言えよう。例えば、短編 
“Jack-a-Boy” において、主人公のJack-a-Boyが以下のように描写される場面がある。“…this was not a 
human child, but one of the immortal children of Greek fable made ﬂ esh for a little while.”６）Catherは
芸術の体現者としてJack-a-Boyを描き出しているのである。さらに若くして亡くなった天才詩人Keats
を用いながら、Jack-a-Boyがしょう紅熱を発症し物語の中で子どものままで亡くなっていくというプロ
ットからも、Catherの中での若き存在と芸術のつながりを見て取ることができる。
　また別の短編 “The Sentimentzality of William Tavener” においては、子どもたちの無邪気な様子が見
て取れる。この短篇において主に語られる農夫William Tavenerとその妻Hesterとの関係性は、サーカ
スの思い出のほんの束の間の共有によってあたたまったと感じられる程度に、そしてこの共有によって
関係が回復するということもない程度に冷え切っている。それを読者よりも身近な場所で感じているは
ずの子どもたちの感想は、以下の通りだ。“The boys looked at each other in astonishment and felt that 
they had lost a powerful ally.”７）この場面で、大人たちの抱える不穏な空気とは全く別のところで、「今
までお母さんは僕らのわがままを聞いてくれる大事な味方だったのに」という残念がる子どもたちの存
在は、無邪気で純粋な存在として目に映ると同時に、夫婦関係の破たん、金銭トラブルといった俗世的
な問題を抱えた物語の中の大人たちとは別個の存在と区別され捉えられる。
　Catherはなぜ子どもを芸術的な存在であり、つまり美しいものとして見ていたのだろうか。そして
なぜ大人と違う存在であることを強調するような描き方をしたのだろうか。そのひとつの答えを
Catherが小説のあるべきかたちを論じたエッセイ “The Novel Démeublé” から読み解くことができる
ように思う。“The Novel Démeublé” において、Catherは “The higher processes of art are all processes 
of simpliﬁ cation”８）と自身の芸術に対する見解を述べている。エッセイのタイトルに「家具を取り払っ
― 37 ―
研 究 論 集 第 2 号（2017. 3）
３
た小説」とある通り、Catherは、余分な取り繕いのないシンプルな状態こそ美しい芸術であり、作家
も小説を書く際にはそのような高みを目指すべきと考えていたのである。Catherにとって、大人とい
う存在は、それぞれの人生を過ごしていく中で「家具」にあたる余分なものを数多く身につけてしまっ
たネガティブな存在である。一方で子どもは、まだ余分なものに出会っていない、ピュアでイノセント
な存在であり、Catherにとってシンプルで美しい状態を保っている存在なのである。だからこそCather
は子どもという存在を作品の中に度々描きだし、読者（大人たち）と芸術の橋渡しをする仲介者として
の役目を彼らに担わせていたのである。
　またCatherにとって子どもという存在はまっさらである、というイメージが強かったのではないだ
ろうか。そしてCatherは、子どもたちのまっさらな白いキャンバスに、学問を吸収してほしいと願っ
ていたようだ。E. K. Brownの伝記によれば、Catherは知り合いのMenuhin家の子どもたちに会った際、
彼らのことを大変気に入り、ニューヨークの本屋を何件もまわってShakespeareのRichard II, Macbeth, 
Henry IVのTemple Editionを入手し、彼女らに買い与えたと言う９）。英文学史における偉大な人物であ
るShakespeareの作品が子どもたちの教育に資すると考え、版にまでこだわって探し求めたというこの
エピソードから、子どもたちに真の学問に触れてほしいというCatherの切なる願いを読み解くことが
できるだろう。
　そしてCatherが抱く子どもが学問を習得することへの願いは、自身の作品内にも描き出されている。
My ÁntoniaのJim Burdenが顕著な例である。Jimは物語の最初から‘Life of Jesse James’を読むシーン
が描かれ、読書好きの知識欲豊かな少年であることが暗示されている10）。しかしながらネブラスカの辺
境地には十分な教育制度は存在せず、Jimは学校に通うこともままならない。見かねた祖父母が孫のた
めにBlack Hawkのまちへと移り住んだことで、Jimの学問への道が始まっていく。小さな田舎町の学
校育ちでありながら、卒業式で代表スピーチをしたJimの様子からは、既に学問への強い関心の芽生え
が読み取れる。その後大学へ進学したJimは、若いながらも豊富な知識を持った良き師Gaston Clericに
出会い、彼から多くを学んでいく。さらには名門ハーバード大学で学ぶ機会も得るなど、Jimは学問を
究めていくのである。Jimが大学時代にCleric教授から教わったとして、著者Catherが作品内にVirgil
の詩を引用する印象的なシーンがある。原文は “Primus ego in patriam mecum… deducam Musas” 英訳
は “for I shall be the ﬁ rst, if I live, to bring the Muse into my country” となる11）。“the Muse” を「文学」
“my country” を「ネブラスカ」と読み解けば、このVirgilの詩の引用には、まだ芸術を知らないうぶな
子どものような地ネブラスカに、文学というミューズを持ち込むことについて語っていると解釈するこ
とができる。子どもに芸術を与えたい、そして願わくはその役目を担うのは自分自身でありたいという、
Catherの強い意思が感じられる一節である。
　芸術の美を信じ、学問にも芸術に通ずる美があると考えたCatherは、そうした美しきものを子ども
という存在に託し、作品の中に描き出している。そして自身が芸術家でもあるCatherは、まっさらな
存在としての子どもに希望を見出し、自身がつくり出す芸術を子どもたちに手渡したいと願っていたの
ではないだろうか。
Ⅲ　子どものジェンダーの曖昧さ
　芸術を請け負う存在としてCather作品に描写される子どもたちであるが、彼らの幼少期に注目する
と、そのジェンダーが曖昧であるという点を指摘することができる12）。つまり、少女のような少年や、
男性的なたくましさを持つ少女が多いのである。たとえばMy Ántoniaの少年Jimは、作中においてしば
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しば少女のような行動をとることが指摘されている。Judith Fetterleyは批評 “My Ántonia, Jim Burden 
and the Dilemma of the Lesbian Writer”において、Jimがその男らしさを顕示するはずであったのが逆
に女性的な部分を露呈してしまったとして、以下の２つの場面に言及している。一つ目が、Jimが
Ántoniaの前で蛇を退治する場面である。Fetterleyはこれを “Not masculine superiority and the validity 
of masculine privilege but the fraudulence of male heroics and hence of the feminine worship that 
accompanies and inspires it are the subjects of this episode”13）とし、Jimを、Ántoniaのために一時的
に少年の役割、つまりここでは彼女のために蛇を倒してあげるという役割を演じているのであり、その
実は少女であると見るほうが適切であると言うのである。またFetterleyが二つ目の例として挙げてい
るのが、JimがÁntoniaの身代わりとなって彼女の雇い主の高利貸しWick Cutterに襲われそうになる場
面である。夜ベッドに入ると雇い主が自分の部屋に入ってきてどうやら自分をレイプしようとしている
らしいと勘付いたÁntoniaは、代わりにJimに自分のベッドに寝てもらい、雇い主をこらしめようとす
る。実際にWick Cutterが部屋に入ってきてまさに襲われそうになったときにJimのとった行動は、お
よそ読者が男性キャラクターに期待しているもの―勇敢にCutterに立ち向かい、自分がÁntonia、つ
まり女でないことを見せつけ、Cutterを追い払うといったもの―ではなく、まるで少女のように
Cutterに怯え自分の家に逃げ帰るといったものであった。自室に籠って誰とも顔を合わせたがらない様
相も、レイプ被害にあった少女を連想させるようなものである。Fetterleyが “Surely Jim has literally 
taken Ántonia’s place and experienced the rape intended for her”14）と指摘するように、まさに文字通
り気持ちの面まで少女であるÁntoniaになりきってしまうのである。
　またJimと同様「フェミニン」な視点を持った少年として描き出されているのが、A Lost Lady（1923）
のNielである。Nielが日常的に行動を共にしている同世代の男の子たちは、鳥を打ち落とす遊びを楽し
むなど野蛮な一面を見せるのであるが、Nielはこの集団からは常に一歩引いて物事を観察していて、
Forrester夫人を始めとし、女性や花といった美しいものへの理解が深い少年として描き出されている。
　一方で、まるで男のようにたくましい女の子として描き出されるのが、My ÁntoniaのÁntoniaであ
る。父のショッキングな自殺後、彼女は人手不足となった一家の畑仕事へと駆り出される。その状況を
Ántonia自身の口から “I can work like mans now”15）と語らせ、Jimの視点からも “Ambrosch hired her 
sister out like a man”16）とつづっていることから、当人であるÁntoniaと彼女を傍で見守る存在として
のJimの双方がÁntoniaが「男のように」働かされていると意識していたこと、また著者Catherが読者
にジェンダーの逆転を意識させようとしていたことがうかがえる。
　しかしCatherはジェンダーの逆転ばかりを描いたのではなかった。Cather作品におけるジェンダー
的に曖昧な側面を持つ子どもたちは、やがて若者へと成長していく過程で、都会の人々や生活に触れ、
自身の男性あるいは女性としての性の芽生えを経験していく。たとえばMy ÁntoniaのÁntoniaは、
Black Hawkのまちで通い続けたダンス・パビリオンでの描写が示しているように、男性の視線を集め
るような、性的な魅力を携えた女性へと成長している。CatherがこうしてÁntoniaの持つ生々しい女性
らしさをも描写することで、読者にとってはどのようにÁntoniaのジェンダー的役割を捉えればよいの
かがより曖昧になるのである。
　Cather作品における子どもの描写が、上記のようにジェンダー的に曖昧になってしまう理由のひと
つとして、彼らの親とのつながりがあまり強く描き出されていない点を指摘することができないだろう
か。Cather作品に特異と言えるのが、メインキャラクターとして描き出される子どもに対して、親が
不在、もしくは親の存在が希薄、といった親子関係が多数描き出されている、という点である。短編 
“Jack-a-Boy” は両親とともにWindsor Terraceに引っ越してきた少年と近隣の人間たちとの交流をある
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ひとりの女性の目線から描いた物語であるが、物語の最初で “his parents”17）と彼の両親の存在には明
らかな言及があるものの、以後その両親が具体的に描写されていく場面は一切なく、むしろ近隣の人間
たち―Professorや語り手I、Woman Nobody Called On―が様々な交流を通して性別を問わず次々
とJack-a-Boyの「母親」として描き出されていく。またMy Ántonia（1918）は、語り手Jim Burdenが
両親を相次いで亡くし、西部に住む祖父母のもとに引っ越してくるところからストーリーが始まってい
る。物語の最初からJimには母親も父親もいないのである。
　こうした親が不在であるという特異な描かれ方には、Cather自身の伝記的な要素が影響を及ぼして
いると言えるだろう。“Jack-a-Boy” において、少年が幼少期に引っ越して新しいコミュニティに移ると
いう経験をしていること、そしてそのコミュニティの住人たちに子ども単体で受け入れられていくこと
は、Cather家が、Willaが８歳のときに西部ネブラスカへ一家で移住し、その地でボヘミアなどからの
ヨーロッパ移民たちとWillaが仲良くなったという伝記的事実に沿う内容である。またMy Ántoniaにお
いて、Jim Burdenが両親を亡くし祖母にネブラスカの生活のすべてを教えてもらう姿には、亡くなっ
てこそいないが関係の上手くいっていなかった母親の代わりに、祖母のもとで読み書きの教育を受け西
部での生活の術を身につけていったWilla Cather自身が重なってくる。
　自身の伝記的な要素に基づき、小説において親の存在を希薄化あるいはないものとし、それ故にジェ
ンダーの曖昧な子どもたちを描くことを特徴としたCatherの手法は、生まれ故郷であるヴァージニア
の人間とも、子ども時代を過ごした地であるネブラスカの人間とも断言できず、レズビアンという当時
の社会的規範からは外れた恋愛観を持っていたCatherのアイデンティティそのものを表現しているよ
うに感じられる。小説My Ántoniaにおいて、Lena Lingardは以下のような結婚観をふと漏らしている。
I don’t want a husband. Men are all right for friends, but as soon as you marry them they turn 
into cranky old fathers, even the wild ones. They begin to tell you what’s sensible and what’s 
foolish, and want you to stick at home all the time. I prefer to be foolish when I feel like it, and be 
accountable to nobody.18）
彼女の結婚観はまさに、まるで特定のカテゴリーに定義付けられたがらなかったCatherのアイデンテ
ィティを物語っているかのようである。
Ⅳ　子ども時代への回帰から読み解く Catherのアイデンティティの揺らぎ
　こうして自身のアイデンティティに揺らぎや矛盾を抱えたCatherは、作品内のキャラクターたちを
彼らの子ども時代に回帰させる手法を用いて、彼女自身もまた自分の子ども時代へと回帰している。そ
して、アイデンティティの根底にあるはずの、子ども時代に自身に起きた出来事や人々との出会いをい
ま一度考察しようとしている。
　短編 “The Treasure of Far Island”19）は、ストーリーそのものが子ども時代への回帰を描いたものとな
っている。作品において、ネブラスカの田舎町Empire Cityの出身で、今や世界的に著名な劇作家とし
て人生の成功をおさめたDouglass Brunhamは、12年ぶりに故郷を訪れ、そこで旧友Margieと再会す
る。Douglassが里帰りしたのはまさしくこのMargieとともに、昔書いた宝の地図が示すFar Islandの
地を再び訪れたいという思いからだった。実際にFar Islandへと出向いた２人は、かつて埋めてしまっ
た、大切な子ども時代そのものであった宝の数々を掘り起し、その子ども時代を再び手にしたものの、
かつてのように無邪気な存在へと帰ることのできない、大人になってしまった、変わってしまった自分
たちを見出すのである。
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　My Ántoniaの語り手Jimもまた、物語において子ども時代の思い出の地へと回帰を果たすキャラクタ
ーである。10歳で祖父母の住むネブラスカへと越してきたJimは、辺境地ネブラスカで大自然に触れ、
移民たち、その中でも特に物語のヒロインであるÁntoniaとの親交を深めていく。しかし大学進学を機
にこの地を去ることになり、物語のヒロインのもとをある時期離れる。そして、20年ぶりにネブラス
カのÁntoniaのもとを訪れるのである。桝田隆宏は、Donald Sutherlandの “Willa Cather: The Classic 
Voice”20）からの引用を使って、こういったナレーターが物語に果たす役割を、『オデュッセイア』に影
響を受けた「ある一定の時間の経過を経て故郷に帰る手法」21）と言及している。そして20年の時間を
経て帰郷したJimが目にしたものは、Ántoniaの母としての新たな一面と変わらぬ大地との結びつきの
強さだったのである。
　さらにCatherはこの「ある一定の時間の経過を経て故郷に帰る手法」を、自身の最後の作品となっ
たSapphira and the Slave Girl（1940）でも象徴的に用いている。この作品において、Catherは最終章
のタイトルをNancy’s Return （Epilogue ―Twenty-ﬁ ve years later）とし、読者にreturnという単語を明
確に意識させながら、カナダに亡命していた奴隷のNancyが、かつて仕えたColbert家へと帰ってくる
シーンを印象的に描いているのである。
　またCatherは自身のことばで彼女自身にとっての子ども時代の重要性を以下のように語っている。
（1921年のインタビューでのCatherの回答、出典はBrownのWilla Cather: A Critical Biography）
［Y］ears from eight to ﬁ fteen are the formative period in a writer’s life, when he unconsciously 
gathers basic material. He may acquire a great many interesting and vivid impressions in his 
mature years but his thematic material he acquires under ﬁ fteen years of age….22）
　Catherの場合、この８～15歳にあたるのがちょうど彼女がネブラスカで過ごした時期であり、ゆえ
に彼女の作品の多くにマテリアルの全てであるネブラスカ（中西部）が登場すると分析できる。小説家
の人生というのはWilla Catherの人生そのものである。その人生に８～15歳という子ども時代がもた
らす影響がかなり大きいと見なしているCatherのこの見解から、彼女にとっていかに子ども時代が大
事なものであったかを見て取ることができるだろう。作家としての成功という意味でも、自身のアイデ
ンティティ形成という意味でも、彼女にとって子ども時代は大きな影響をもたらしているのである。
　こうしてCatherは、上記のように作品内において幾度も自分の原点への回帰を繰り返している他、
作品執筆のため、ネブラスカを含め自分に関連のある場所に実際に幾度も旅をしている。しかしなが
ら、これらの回帰の試みの数々はおそらく失敗に終わったのではないかと思う。彼女が母親との絆への
回帰を試みたと評される23）、Cather最後の出版作品Sapphira and the Slave Girl（1940）に描かれる母
娘の再会が完全なかたちでの２人の絆の復活にならなかったこと24）が、それを示唆している。Cather
がこの作品において描いたヴァージニアという土地は、彼女にとって、自身のアイデンティティ模索の
ために最も帰らねばならないと考えられていた場所であり、またCatherはこの作品において母親とい
う存在への回帰も試みている。しかしながら、こうした主題に取り組んでもなお、次なる作品を書いて
いたということも知られている25）。Willa Catherは生涯、自分のアイデンティティの確立のための模索
を続ける作家人生を送ったのである。My Ántoniaの最後は、語り手Jimの以下のようなことばで締めく
くられている。
I had the sense of coming home to myself, and of having found out what a little circle man’s 
experience is. For Ántonia and for me, this had been the road of Destiny; had taken us to those 
early accidents of fortune which predetermined for us all that we can ever be. Now I understood 
that the same road was to bring us together again. Whatever we had missed, we possessed 
together the precious, the incommunicable past.26）
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　このエンディングが示すCatherの姿勢は、著者自身のアイデンティティ模索の苦悩を表現している
のではないだろうか。
Ⅴ　おわりに
　本論ではWilla Catherの子どもの描写の特徴として、子どもを芸術的な存在と見なしている点と、描
かれる子どものジェンダーが曖昧である点を取り上げ、そういった描写にCather自身の母親との関係
性といった伝記的要素やアイデンティティの揺らぎが影響を及ぼしていることについて考察した。
　自身の抱えたアイデンティティの揺らぎを解消するため、Catherは作品を通して子ども時代への回
帰を試みるが、出版された最後の作品、Sapphira and the Slave Girl（1940）においても、作家が完全
なる回帰を果たすことはできなかったと読み取ることができるだろう。まさに生涯をかけて、自身のア
イデンティティの拠り所を模索し続けた作家なのである。
　こうした模索の道筋は、作家Willa Catherが、当時アメリカの文壇において支配的であった男性作家
と如何にして肩を並べ、女性作家としての地位を確立していったのか、その格闘の道程とも重なる部分
がある。今後は、Willa Catherの女性作家としての精力的な取り組みと、彼女の抱えていた女性作家ゆ
えの困難に注目していきたい。
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